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令和７年第８回南魚沼市教育委員会 会議録 

 

１ 日時場所  令和７年８月２１日（木）９時３０分開会 

南魚沼市民会館 会議室研修室 

２ 出席者 

委 員： 岡村秀康教育長、西野仁委員、角谷正雄委員、須藤文子委員、川島亜紀子委員 

事務局： 髙橋教育部長、関学校教育課長、西潟社会教育課長、吉田生涯スポーツ課長、井口

子ども・若者相談支援センター長、小林図書センター長、小島管理指導主事、笠原

管理指導主事、奥村指導主事、中澤指導主事、岡田学校庶務主幹、原澤施設主幹 

３ 議 題 

（教 育 長） 第７回南魚沼市教育委員会会議録について質問や修正箇所等はあるか。 

（西野委員） 会議録４ページのヘルメット着用の発言について、「子ども達がヘルメットを着用

していない」と断定的になっているが、子ども達全員がまったくヘルメットを着用し

ていないわけではないので、「着用していないケースが見受けられる」という内容に

修正をお願いしたい。 

（須藤委員） 会議録１ページの大和中改築説明会に関することと、広島平和記念式典派遣事業に

関することを一括して質問したが、それぞれの課長からの回答に主語がなく、どちら

の質問に対する回答であるか分かりづらいので、追記するなど分かるように修正をお

願いしたい。 

（教育部長） そのように修正する。 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

       西野仁委員、川島亜紀子委員 

日程第２ 教育長及び事務局諸報告 

（教 育 長） （日程２ページ、教育長及び事務局諸報告のとおり） 

（須藤委員） 大和中改築説明会の参加人数や説明会の様子はどうであったか。また、広島平和記

念式典派遣事業報告会の予定が決まっていれば教えてほしい。 

（学教課長） 大和中改築説明会については、１回目の説明会を地域づくり協議会や地元行政区長

を対象に行い、１０名程度の参加であった。２回目は市議会議員向けに行い、６名の

参加であった。それぞれの立場から様々な意見をもらった。今後は、保護者を含めた

地元住民向けの説明会を予定している 

（社教課長） 広島平和記念式典派遣事業報告会については、まだ日程は決まっていないが、海外

派遣事業の報告会が９月にあるため、それ以降になる予定。初めての取組のため市民

も参加できるように計画したい。 

（西野委員） カナダ・ビクトリア派遣事業は、今年は実施しないのか。 

（学教課長） １２月頃までに募集をし、３月末から４月初旬にかけて行われる予定となっている。 

日程第３ 管理指導主事等からの報告 

（小島管理） ８月２５日から２８日までに全学校で２学期が始まる。夏休み期間中に大きな事故

やケガ、病気等の報告はなかった。ただ、軽微な交通違反などの報告があったため再

発防止に向けた指導をしていく。 

       他県での教員の集団わいせつ事件を受けて、全学校で研修会を開催した。単に気を

付けましょうというような研修ではなく、事例を用いてどのように対応すればよいか

など意見を出し合い、有意義な研修であったとの報告を受けた。また、他市で学校事
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務職員による学校預り金の着服を受けて、夏休み期間中に学校が抱えるすべての会計

について、財務点検を実施し、異常は報告されていない。 

       これから２学期に入るが、病気や産前・育児休業による代替職員の配置を検討して

いる。事務職員が欠ける学校もあるため、広く人材募集をかけていきたい。 

（笠原管理） １学期末のいじめ認知件数は、小学校が７３件、中学校が１０５件であった。小学

校は昨年並み、中学校は大幅増となった。各校に積極的な認知と解消に向けた丁寧な

対応や学校いじめ防止基本方針を全職員が確認するよう指導していく。１学期末の不

登校、３０日以上の欠席者数は、小学校が８名、中学校が４８名であった。２学期に

入るため、児童生徒の観察を丁寧に行い、不登校の未然防止に向け指導していく。人

権同和教育推進として、新発田市で行われた現地研修に全学校から参加がされた。職

員病休は３名となっており、１名は２学期から復帰予定で、１名は１１月までとなっ

ている。塩沢中学校で数学教諭が１名減となっているので、県と調整し補充していき

たい。 

（奥村主事） 県の特別支援学級ガイドライン改定を踏まえて、就学相談を続けている。８月２０

日時点で年長児は４７名が小学校が主体となり保育園、保健師、インクルーシブ教育

支援チームで連携して就学相談を行っている。小学６年生の特別支援学級在籍児童は、

２２名が就学相談を行っている。学習指導センターと共催で３回、大学教授、大学准

教授、専門医を講師として特別支援教育の研修を行った。 

（中澤主事） （日程４ページ、ＮＲＴの結果及び全国学力・学習状況調査の結果について資料説

明） 

（西野委員） 非常に悪い結果である。この結果を受けてどのように対策するか考えはあるか。 

（中澤主事） この結果を基に、読む力の育成や各学校を訪問して、授業改善や学力向上の情報交

換、意見交換をしていきたい。 

（西野委員） 理科は全国と比べて差が少ない。理科センターがあり、取組が充実しているからで

はないか。国語センターや英語センターのようなものができれば、他の教科も改善し

ていくのではないか。 

（中澤主事） 結果を分析しながら、理科センターのような取組が有効であれば、他の教科も新た

な取組や企画を考えていきたい。 

（須藤委員） 学力のベースとなる部分、家庭教育の部分が低い可能性がある。学ぶことの意味や

意義がわかれば、主体性や意欲が出てくるのではないか。学ぶことへの捉え方や考え

方への改善が必要だと感じる。 

（角谷委員） わからないところがあって、次に進んでもさらにわからなくなり、意欲も下がる。

「学力崩壊」にあるような仕組み作りが必要ではないかと思う。 

（川島委員） 義務教育９年間で大きく学力が下がっている中で、例年どおりの取組では対策にな

らないため、考え方を変えていかなければいけない。学力に関して、家庭がより関わ

る必要がある。家庭学習や親が自分の子がどの程度実力があるのかなど把握する必要

がある。好きなこと、興味のあることを発見し、学習意欲を高めていく必要がある。 

（西野委員） 夏休み中に学校や PTA が子どもを見る時間が少なくなることが問題である。子ど

もを見てくれる民間団体もある中で、教育委員会も何か動かなければならない。 

（角谷委員） 短期的、長期的プランを明確にし、発信していくとよいと思う。 

（教育長） ２８日にある教育懇談会でも意見交換し、より考えを深めて議論していきたい。 

日程第４ 第３１号議案 教育財産等の使用許可について 

（施設主幹） （日程１８ページ、教育財産等の使用許可について資料説明） 

（川島委員） 午前１２時とは昼の時間帯のことか。水道を使った場合は、水道代を請求するか。 
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（施設主幹） 時間は正午である。水道代は請求しない。 

（教 育 長） 市の共催事業であるため、水道代は請求しない。 

（西野委員） 飲食を提供するようだが、どこの団体が行うか。 

（施設主幹） 地元ボランティアと伺っている。 

（西野委員） 飲食を提供する場合、保健所の許可が必要なので、確認などしておいてほしい。 

（施設主幹） よく確認しておく。 

日程第５ 第３２号議案 令和７年度南魚沼市学齢児童生徒の就学援助認定の可否について（７

月申請および審査保留分）（資料は当日配付回収） 

（庶務主幹） （当日配付資料説明） 

質疑なし 

日程第６ 第３３号議案 令和７年度特別支援教育就学奨励費の支弁区分の決定について（資料

は当日配布回収） 

（庶務主幹） （当日配付資料説明） 

質疑なし 

日程第７ そ の 他 

（１）子ども・若者相談支援センターの相談状況について（７月分） 

（子若センター長） （日程 25ページ、７月分相談等状況について説明） 

質疑なし 

（２）家庭教育支援事業実施状況（７月分） 

（社教課長） （日程 26ページ、７月分家庭教育支援事業実施状況について資料説明） 

（須藤委員） 主な内容にある「気になる子の対応」について、内容を詳しく知りたい。また、連

携先が学校長となっているのはなぜか。 

（社教課長） 普段はだんぼの部屋に来ない子どもが来たとのことである。なぜ学校長であるかは

把握していない。 

（須藤委員） 連携先は担任や関わりのある先生が自然ではないか。いきなり学校長だと重大な事

案なのかと想像してしまう。 

（川島委員） 大人のための読み聞かせの「その他参加者」とはどういった人か。 

（教育長） 広報でも案内したので、児童と保護者だけでなく、保育園の先生や一般の方が来た。 

（３）学校・地域の連携促進事業実施状況（７月分） 

（学教課長） （日程 28ページ、７月分学校・地域の連携促進事業実施状況について資料説明） 

質疑なし 

（４）教育基本計画の指標と目標値の達成状況 

（教育部長） （日程 32ページ、教育基本計画の指標と目標値の達成状況ついて資料説明） 

（西野委員） 民間団体の活動も数値に反映されるか。 

（教育部長） 把握が難しいかもしれないが、そういった活動も反映させられるのではと思う。 

（西野委員） 指標名と算出方法がきちんとリンクするようにしてほしい。 

（角谷委員） 年によって把握できる、できないが変わってしまうと統計として適切ではない。し

かしながら、市ですべてを把握することも難しいと思われる。把握方法を含めて検討

して、算出方法を明確にしたほうがいい。 

（教育部長） 市の総合計画とリンクしているので、算出方法欄に担当課の名前が入っていて、そ
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の課が数値を把握するという書き立てになっている。把握の継続性等から、市が関わ

りのあるものを算出方法としたい。 

（５）その他 

（教 育 長） 今後の日程について、次回教育委員会は９月２６日（金）午前９時３０分から市民

会館で行う。次々回教育委員会は、１０月３０日（木）午前９時３０分から市民会館

で行う。以上をもって、第８回教育委員会を閉会とする。 

 

１１時５０分閉議閉会 


